
1  計画の位置づけと 計画期間

本ビジョ ンは、上下水道事業のマスタ ープラ ンであり 、「 第7 次岡崎市総合計画」を 上位計画と

して、厚生労働省の「 新水道ビジョ ン」、国土交通省の「 新下水道ビジョ ン」など、国・県の施策を踏まえ

たも のです。

計画期間は、5 0 年後、1 0 0 年後の将来を見据え、計画期間を令和3（ 2 0 2 1 ）年度から 令和1 2

（ 2 0 3 0 ）年度までの1 0 年間とします。

2  基本理念

岡崎市の水道・下水道が始まってまも なく 1 0 0 年。

資産の老朽化や社会・都市の変化などにより 、普及率向上を目的とした建設の時代から更新・再構

築の時代へと 移り変わりつつあります。

暮らしを支え続けてきた岡崎の上下水道は、いつまでも 暮らしを守り 続けるため、安心・安全・安定

に加え、強靭で持続的な新時代の上下水道を目指します。

3  ビジョ ンの体系

上下水道ビジョ ンの体系を下図に示します。

施策方針や施策、業務活動の実施にあたっては、公民連携や広域化・ 共同化を 視野に入れると

ともに、計画のフォローアップを着実に実施し 、より 効率的・効果的な事業運営を図ります。

基本理念の実現に向けては、上下水道事業全ての取り 組みの原動力としてヒト 、モノ 、カネのそれ

ぞれに対し 、リ スク 、コ スト 、パフォーマンスのバラ ンスを 最適化するアセット マネジメ ント を 実施

します。

基本理念 基本方針 施策方針

上下水道新時代 

暮らしを守る 

次の1 0 0 年へ

暮らしを支える上下水道
安全・安心な水道水の供給

下水道による環境の向上

強靭な上下水道

水道施設の再構築

安定した水供給の確保

地震対策の推進

浸水対策の推進

危機管理体制の構築 

持続的な事業運営

適切な資産管理

企業価値の向上

健全な事業経営

組織の基盤強化

新下水道ビジョ ン
（ H 2 6 年度）

新下水道ビジョ ン加速戦略
（ H 2 9 年度）

国 土 交 通 省

新水道ビジョ ン
（ H 2 4 年度）

厚 生 労 働 省

あいち下水道ビジョ ン2 0 2 5
（ H 2 8 年度）

愛 知 県

第 7 次 岡 崎 市 総 合 計 画
（ R3 年度～R 3 2 年度）

岡 崎 市

水 道 事 業 経 営 戦 略

岡崎市上下水道ビ ジョ ン（ R 3 年度～R 1 2 年度）

下 水 道 事 業 経 営 戦 略

基本
理念

上下水道新時代 暮らし を守る 次の1 0 0 年へ
～拡張から 再構築へ大転換　 未来へ引き継ぐライフラインの基盤強化を目指し て～

基本理念

基本方針

施策方針

施策

業務活動

アセッ ト マネジメ ント

公民連携

広域化・ 共同化

岡崎市上下水道ビジョ ン【 概要版】



4  施策方針と 施策

基本
理念

基本
方針

施策方針 施策 指標名
現状値 目標値

R1 R7 R1 2

上
下
水
道
新
時
代 

暮
ら
し
を
守
る 

次
の
１
０
０
年
へ

暮
ら
し
を
支
え
る

上
下
水
道

1 安全・安心な水道水の供給
水道水の安全性を確保し 、安心し て使用し ていただけ
る水道水を供給します。

1 適切な水質管理

総ト リハロメ タ ン濃度水
質基準比

6 8 ％ 6 5 ％ 6 0 ％2 水安全計画の適切な運用

3 給水装置と 貯水槽水道の安全性確保

2 下水道による環境の向上
下水道の汚水施設整備により 、公衆衛生の向上と 公共
用水域の水質保全を図ります。

4 未普及地域の整備
下水道普及率 8 9 .1 ％ 8 9 .9 ％ 9 0 .4 ％

5 整備地域での接続啓発

強
靭
な
上
下
水
道

3 水道施設の再構築 今後の事業環境の変化や災害に備えた水道施設の再構築を進めます。 6 水供給のバックアップ機能の確保 基幹管路の整備率 0 ％ 3 3 ％ 6 9 ％

4 安定し た水供給の確保
給水の継続に影響を及ぼす大規模地震、洪水、渇水等
の災害及び事故に強い安定し た水道水の供給を目指
し 、対策を推進します。

7 水道管路の耐震化

管路の耐震適合率 4 1 .2 ％ 4 7 ％ 5 2 ％8 浄水場等の耐震化

9 水源の取水量維持

5 地震対策の推進 地震に強い下水道を目指し 、地震対策を推進します。

1 0 下水道管路の耐震化

管路の耐震化率 2 3 .7 ％ 3 0 ％ 3 6 ％1 1 下水道ポンプ場の耐震化

1 2 災害対応ト イレの整備

6 浸水対策の推進
岡崎市総合雨水対策計画に基づく 下水道整備を計画
的に行い、浸水対策を推進します。

1 3 下水道（ 雨水）施設の整備

重点地区整備割合
6 地区/
1 6 地区

7 地区/
1 6 地区

9 地区/
1 6 地区

1 4 下水道ポンプ場の耐水化

1 5 民間の雨水貯留施設の普及促進

7 危機管理体制の構築
災害、テロ及びその他の事故や感染症の流行のよう な非常事態が発生し
ても 迅速かつ適切に対応すること ができる危機管理体制を構築します。

1 6 危機対応力の強化
訓練改善実施率 ― 1 0 0 ％ 1 0 0 ％

1 7 災害対応資機材の確保

持
続
的
な
事
業
運
営

8 適切な資産管理
上下水道の資産（ 管路・浄水場・下水道ポンプ場等）を適
切に維持管理し、健全な施設機能を維持します。

1 8 計画的な老朽化対策 管路の老朽化率 2 6 .2 ％ 3 1 ％ 3 5 ％

1 9 計画的な維持管理 管路の老朽化率 5 .0 ％ 7 ％ 9 ％

9 企業価値の向上
良好なサービスの提供や社会貢献活動などにより 、公
営企業としての価値の向上を図ります。

2 0 お客様サービスの質の向上

啓発事業への参加者数
3 0 8 0

人

令和
元年度
以上

令和
7 年度
以上

2 1 効果的な情報発信

2 2 水源保全の推進

1 0 健全な事業経営
持続的な上下水道を支える安定的な事業経営を実施
します。

2 3 戦略的な経営
料金回収率 1 1 1 .8 ％

1 0 0 ％
以上

1 0 0 ％
以上2 4 適正な予算編成と 財務管理

2 5 収益の確保
経費回収率 1 0 4 .1 ％

1 0 0 ％
以上

1 0 0 ％
以上2 6 法令等に基づく 事務の適正な実施

1 1 組織の基盤強化
引き 続き 職員による直営体制を堅持するとと も に、職
員の能力を向上さ せ、さ まざまな施策を推進するため
の組織基盤を強化します。

2 7 計画的な人材育成

研究発表等の件数 0 件 1 0 件 2 0 件2 8 組織体制の強化

2 9 先進技術の研究・ 活用

■ 水道　 ■ 下水道　 ■ 水道・下水道


